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令和６年３月

環境省・経済産業省・国土交通省
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登録申請時提出書類の趣旨について

※参考
○23年12月、GX実現に向けた投資促進策を具体化する「分野別投資戦略」がとりまとめられた。

○この中で、各分野に共通して、支援策の対象となる事業者に求めるコミットメントの考え方として、
・排出削減の観点から、GXリーグへの参画等
・産業競争力強化の観点から、自社成長性へのコミット
といった、GXに関する相応のコミットを求めることとした。

○また、自動車の分野別投資戦略においては、GXの実現に向けて、購入補助金においても、単に電動車や充
電インフラの台数のみを追求するのではなく、

①製品そのものの性能の向上
②ユーザーが安心・安全に乗り続けられる環境構築
③ライフサイクル全体での持続可能性の確保
④自動車の活用を通じた他分野の貢献
などの項目を求めることとした。こうした価値の実現に向けて、今後複数年をかけて、継続的に取り組んでいく
ことが重要である。

○GX実行会議「分野別投資戦略」にて取りまとめられた内容を踏まえて、商用車の電動化を促進す
る本事業においても対応を求めていくこととした。

 今後、商用車分野においても、市場成熟度や事業者の準備状況を踏まえながら、複数年をかけて
段階的な制度の見直しを実施していくことする。
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あ

令和５年１２月２２日 
分野別投資戦略＜とりまとめ＞より
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分野別投資戦略＜とりまとめ＞より
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令和５年度補正 補助要件及び補助率等

タクシー

R5当初 R5補正

補助対象者
の要件

• 改正省エネ法「非化石エネルギー転換目標
（ZEV車両導入計画）の提出

• 改正省エネ法「非化石エネルギー転換目標
（ZEV車両導入計画）の提出

• GXリーグの参画等

車両の補助
率及び補助
額に影響す
る審査項目

補助率：車両本体価格の1/4（EV）、1/5
（PHEV）、1/3（FCV）

補助率：車両本体価格の1/4（EV）、1/5
（PHEV）、1/3（FCV）

【排出削減の観点/産業競争力強化】 【排出削減の観点/産業競争力強化】

• GXリーグの参画等（車両登録要件）

（①製品そのものの性能の向上） （①製品そのものの性能の向上）

（②ユーザーが安心・安全に乗り続けられる環境構築） （②ユーザーが安心・安全に乗り続けられる環境構築）

（③ライフサイクル全体での持続可能性の確保） （③ライフサイクル全体での持続可能性の確保）

• LCA公表による抽選時加点

（④自動車の活用を通じた他分野への貢献） （④自動車の活用を通じた他分野への貢献）

【 】：車両メーカーへの車両登録要件 （ ）：登録モデル（車両）毎の補助額に影響する審査項目

タクシー

※補助対象車両はCEV補助対象車両のうちEV/PHEV/FCVのものと同様。ただし、タクシー専用車両の場合は本事業への登録が必要。
※CEV補助対象車両であり、LCA公表による抽選時加点を申請する場合は、その旨を執行団体へ連絡し、提出書類の指示を受けること。
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（参考）非化石転換目標（省エネ法）

経産省ＨＰ:第38回 総合資源エネルギー調査会 省エネルギー・新エネルギー分科会 省エネルギー小委員会
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令和５年度補正 充電設備 補助率等

※上記表での機器・工事の補助上限額は総額であり、機器の機能や工事内容ごとに個別の上限あり。そのため、機器の機能や工事の内容によって、必ずしも表中の上限額
がそのまま補助されるわけではないことに留意。

急速充電

対象設備 90kW以上 50kW以上 10kW以上

補助率
機器補助率：1/2
工事補助率：10/10

機器上限額
600（２口まで）

300×口数（3口以上）
300（２口まで）

150×口数（3口以上）
60

工事費上限額 280 140 108

（単位：万円）

普通充電

対象設備
ケーブル付き充電設備 コンセントスタンド コンセント

6kW 3kW・4kW ー ー

補助率
機器補助率：1/2
工事補助率：10/10

機器上限額 35 25 11 7

工事費上限額 135 135 95

高圧受電設備・設置工事費
補助率：10/10（上限あり）

設備創出力
350k
W以上

250k
W以上

150k
W以上

90kW
以上

50kW
以上

上限額 600 500 400 300 200

V2H・外部給電器

対象設備 V2H充放電設備 外部給電器

補助率
設備補助率：1/2
工事補助率：1/1

設備補助率：1/3

設備上限額 75 50

工事費上限額 95 -

令和５年度補正 商用車の電動化促進事業において車両
と一体的に導入するものに限る。（車両数≧充電口数）
※高圧受電設備・設置工事費においては2030年導入計画に合わせた
規模による申請を認める。

※令和5年度補正予算事業に限り、令和5年度当初予算で導入し、
且つ経済産業省のインフラ設置支援事業による支援を受けていない
場合、導入した車両数に相当する充電設備（車両数≧口数）の申
請を認める。

※経済産業省側の充電インフラ等
導入補助事業（R５当初）のロ
ジックを踏襲し、トラック・バス・タク
シーで共通とする。



9

GXリーグとは

URL：https://gx-league.go.jp/

詳細については、
GXリーグHPを参
照してください。
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GXリーグ等に関する要件（事業者側：概要）

• 地球温暖化対策推進法における温室効果ガス排出量の算定・報告・公表制度に基づく令和２
年度CO2排出量 が20万トン以上の事業者（中小企業者を除く）である場合

✓ GXリーグへの参画 or

✓ 国内でのScope1・2に関する削減目標を設定し、進捗状況を毎年報
告・公表

✓ 目標達成できない場合：Jクレジット等の適格クレジットを調達する、又
は未達理由を報告・公表

排出削減のための取組
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